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はじめに

◎�本書は、消防設備士第６類の試験合格に必要な知識及び過去の試験問題をまとめ

たものです。

◎�試験問題は合計35問で構成されており、科目別の内容及び本書の章は次のとおり

となっています。

試験問題の科目別の内容 問題 本書

筆記

消防関係法令（共通） ６問 第１章　消防関係法令（全類共通）

消防関係法令（６類） ４問 第２章　消防関係法令（第６類）

機械に関する基礎的知識 ５問 第３章　機械に関する基礎的知識

構造・機能
及び整備

機械部分 ９問
第４章　消火器の構造・機能

第５章　消火器の点検・整備

規格部分 ６問 第６章　消火器の規格に関する省令

実技 鑑別等 ５問 第７章　実技／鑑別等

◎�合格基準は、筆記と実技で分かれています。

◎�筆記の合格基準は各科目毎に40％以上の点数で、かつ、全体の出題数の60％以

上の点数となっています。従って、ある科目の正解率が40％未満の場合は、他の

科目全て満点であっても不合格となります。

◎�実技の合格基準は、60％以上の点数となっています。実技は１つの問題について、

問いが２～３問程度出されている場合が多く、この場合は配点が細分化されます。

ただし、配点内容は公表されていません。

試験に

合格 ＝

筆記 合格基準

＋

実技 合格基準

全体で 60％以上

各科目 40％以上
60％以上

◎�試験に合格するためには、筆記及び実技の両方で合格基準に達していなければな

りません。なお、実技は「写真・イラスト・図面等による記述式」となっていま

す。

◎�各章では、項目を更に細かく区分し、各項目ごとにテキスト⇒過去問題⇒問題の

正解・解説、の順番に編集してあります。消防設備士第６類について、基礎知識

がない読者の方は、テキスト⇔過去問題⇔正解・解説を見比べて、問題の中身を

理解して下さい。
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◎�基礎知識がついたら、過去問題を繰り返し解いて、必要な知識や数値を暗記する

ようにします。

◎�過去問題の左端にある「□」はチェックマークを表しています。習熟度に応じて

ご活用下さい。また、問題文の最後の［★］は頻出問題であることを表し、［改］
は法改正等に合わせて内容を一部変更していることを表しています。

◎�［編］は、２つの類似問題を編集部で１つの問題にまとめたものであることを表

しています。

◎�「第１章　消防関係法令（全類共通）」「第４章　消火器の構造・機能」「第６章　
消火器の規格に関する省令」及び「第７章　実技／鑑別等試験」に使われている写
真は、弊社が実物を撮影したものを除き、次のメーカー各社からご提供いただいた
ものです。本文で表記している略称と会社名は、次のとおりです。

〈写真協力〉

◇ヤマトプロテック…ヤマトプロテック株式会社
◇モリタ宮田工業…モリタ宮田工業工業株式会社
◇ハツタ…株式会社初田製作所
◇日本ドライケミカル…日本ドライケミカル株式会社

令和７年２月　消防設備士　編集部
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一部免除について

◎�消防設備士�甲種第５類または乙種第５類の免状を所有している方は、受験申請

時に「科目免除」を行うと、以下のアミ部分が免除となり、太枠部分の問題で受

験することになります。

試験問題の科目別の内容 問題 本書

筆記

消防関係法令（共通） ６問 第１章　消防関係法令（全類共通）

消防関係法令（６類） ４問 第２章　消防関係法令（第６類）

機械に関する基礎的知識 ５問 第３章　機械に関する基礎的知識

構造・機能
及び整備

機械部分 ９問
第４章　消火器の構造・機能

第５章　消火器の点検・整備

規格部分 ６問 第６章　消火器の規格に関する省令

実技 鑑別等 ５問 第７章　実技／鑑別等

◎�消防設備士�甲種第１・２・３・４類または乙種第１・２・３・４・７類のいず

れかの資格を有している方は、受験申請時に「科目免除」を行うと、以下のアミ

部分が免除となり、太枠部分の問題で受験することになります。

試験問題の科目別の内容 問題 本書

筆記

消防関係法令（共通） ６問 第１章　消防関係法令（全類共通）

消防関係法令（６類） ４問 第２章　消防関係法令（第６類）

機械に関する基礎的知識 ５問 第３章　機械に関する基礎的知識

構造・機能
及び整備

機械部分 ９問
第４章　消火器の構造・機能

第５章　消火器の点検・整備

規格部分 ６問 第６章　消火器の規格に関する省令

実技 鑑別等 ５問 第７章　実技／鑑別等

◎�その他、詳細については消防試験研究センターのHPをご確認ください。



5

法令の基礎知識

◎�法令は、法律、政令、省令などで構成されている。法律は国会で制定されるもの
である。政令は、その法律を実施するための細かい規則や法律の委任に基づく規
則をまとめたもので、内閣が制定する。省令は法律及び政令の更に細かい規則や
委任事項をまとめたもので、各省の大臣が制定する。

◎�消防設備士に関係する法令をまとめると、次のとおりとなる。

消防設備士に関係する法令 本書の略称

法律 消防法 法

政令
消防法施行令 令、政令

危険物の規制に関する政令 危険物令

総務省令

消防法施行規則 規則

危険物の規制に関する規則 危険物規則

消火器の技術上の規格を定める省令 消火器規格

消火器用消火薬剤の技術上の規格を定める省令 消火薬剤規格
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◎�法令では、法文を指定する場合、条の他に「項」と「号」を使用する。

　 〔法令の例（途中一部省略）〕

５の条71 第 　消防設備士免状の交付を受けていない者は、次に掲げる消防用設備等
又は特殊消防用設備等の工事（設置に係るものに限る。）又は整備のうち、政令で
定めるものを行ってはならない。

　 一 　第 10 条第４項の技術上の基準又は設備等技術基準に従って設置しなければな
らない消防用設備等

　 二 　設備等設置維持計画に従って設置しなければならない特殊消防用設備等

　　　　　　　　　　　　　　　（略）

８の条71 第 　消防設備士試験は、消防用設備等又は特殊消防用設備等（以下この章
において「工事整備対象設備等」という。）の設置及び維持に関して必要な知識及
び技能について行う。

２ 　消防設備士試験の種類は、甲種消防設備士試験及び乙種消防設備士試験とする。

３ 　消防設備士試験は、前項に規定する消防設備士試験の種類ごとに、毎年１回以上、
都道府県知事が行う。

４ 　次の各号のいずれかに該当する者でなければ、甲種消防設備士試験を受けること
ができない。

　 一 　学校教育法による大学、高等専門学校、高等学校又は中等教育学校において機
械、電気、工業化学、土木又は建築に関する学科又は課程を修めて卒業した者（当
該学科又は課程を修めて同法による専門職大学の前期課程を修了した者を含む。）

　 二 　乙種消防設備士免状の交付を受けた後二年以上工事整備対象設備等の整備（第
17 条の５の規定に基づく政令で定めるものに限る。）の経験を有する者

　 三 　前二号に掲げる者に準ずるものとして総務省令で定める者

①

②

③

④

　　①第17条の５　１項。１項しかない場合は「第17条の５」と略す。
　　②第17条の５　１項１号または第17条の５　１号。
　　③第17条の８　２項。
　　④第17条の８　４項１号。
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６．大型消火器の設置　� ……………………………… 119
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５．大型消火器以外の消火器の設置

◎�消火器具（大型消火器及び住宅用消火器を除く。）は、防火対象物の階ごとに、

次に掲げる各部分からそれぞれ一の消火器具に至る歩行距離が20m以下となる

ように配置しなければならない（規則第６条６項）。
　〔解説〕�「歩行距離」は、人が歩いた場合の動線により測定した距離とする。

　①�令第10条１項により、防火対象物の区分及び延べ面積に応じて消火器具を設置

するときは、防火対象物の各部分から

　②�防火対象物又はその部分に鍛造場、ボイラー室、乾燥室その他多量の火気を使

用する場所があるときは、防火対象物の各部分から

　③�防火対象物又はその部分のうち、少量危険物又は指定可燃物を貯蔵し、又は取

り扱うものにあっては、危険物又は指定可燃物を貯蔵し、又は取り扱う場所の

各部分から

　④�防火対象物又はその部分に変圧器、配電盤その他これらに類する電気設備があ

るときは、電気設備のある場所の各部分から
　　〔解説〕法令の内容に重複があるのは、②のボイラー室、③の少量危険物又は指定可

燃物の貯蔵場所、④の電気設備のある場所、などにおける消火器具の設置に
ついて更に細かい内容の条文が追加制定されているためである。試験では追
加制定の厳しい内容が出題されていないため、本書では省略した。
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▶▶過去問題◀◀

【１】消火器具（大型消火器及び住宅用消火器を除く。）を設置する場合、防火対象

物の階ごとに一の消火器具に至る距離として、消防法令上、正しいものは次のう

ちどれか。

□　１�．電気設備のある場所の各部分から、水平距離が20m以下となるように配置

する。

　　２．乾燥室の各部分から、歩行距離が30m以下となるように配置する。

　　３�．少量危険物を取り扱う場所の各部分から、歩行距離が20m以下となるよう

に配置する。

　　４�．指定可燃物を貯蔵した場所の各部分から、水平距離が30m以下となるよう

に配置する。

【２】防火対象物の部分に大型消火器以外の消火器具を設置する場合、防火対象物

の階ごとにその各部分から一の消火器具に至る距離として、消防法令上、正しい

ものは次のうちどれか。

□　１�．ボイラー室のある防火対象物の各部分から、水平距離が20m以下となるよ

うに配置すること。

　　２�．電気設備のある場所の各部分から、歩行距離が20m以下となるように配置

すること。

　　３�．指定可燃物を貯蔵し、又は取り扱う場所の各部分から、歩行距離が30m以

下となるように配置すること。

　　４�．少量危険物を貯蔵し、又は取り扱う場所の各部分から、水平距離が30m以

下となるように配置すること。
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【３】消火器具（大型消火器を除く。）の設置に関する次の記述のうち、文中の�

（　）に当てはまる語句の組合せとして、消防法令上、正しいものはどれか。

　�　「二酸化炭素消火器は、11階以上の階にあっては直径50cm以上の円が内接する

ことができる開口部の面積の合計が当該階の床面積の（ア）を超える階（「普通

階」という）以外の階では、設置してはならない。ただし、11階以上の普通階に

あっては、防火対象物の各部分から歩行距離が（イ）m以下となるように配置し

なければならない。」

 （ア）  （イ）

□　１�． 20分の１ 20

　　２． 20分の１ 30

　　３． 30分の１ 20

　　４． 30分の１ 30

▼ ▼正解＆解説……………………………………………………………………………………
【１】正解３
　１�．「水平距離が20m以下」⇒「歩行距離が20m以下」。
　２．「歩行距離が30m以下」⇒「歩行距離が20m以下」。
　４．「水平距離が30m以下」⇒「歩行距離が20m以下」。

【２】正解２
　１�．「水平距離が20m以下」⇒「歩行距離が20m以下」。
　３．「歩行距離が30m以下」⇒「歩行距離が20m以下」。
　４．「水平距離が30m以下」⇒「歩行距離が20m以下」。

【３】正解３
　�　無窓階と大型消火器以外の消火器に関する複合問題である。「第１章　１．消防法令

上の定義　無窓階」11P参照。
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 ５．加圧方式の区分による確認の順序（例）��……… 262
 ６．消火器の整備の要点　�…………………………… 264
 ７．蓄圧式消火器の整備　�…………………………… 268
 ８．蓄圧ガスの充てん　�……………………………… 271
 ９．加圧式粉末消火器の整備　�……………………… 276
10．化学泡消火器の整備　�…………………………… 282
11．消火器の廃棄処理の方法　�……………………… 286
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第６章　消火器の規格に関する省令

※ 規格に関する省令は、「消火器の技術上の規格を定める省令」（消火器規格）と「消
火器用消火薬剤の技術上の規格を定める省令」（薬剤規格）がある。

 １．用語の定義　�……………………………………… 290
 ２．能力単位　�………………………………………… 291
 ３．操作の機構　�……………………………………… 292
 ４．自動車用消火器　�………………………………… 294
 ５．大型消火器　�……………………………………… 295
 ６．放射性能　�………………………………………… 297
 ７．使用温度範囲　�…………………………………… 299
 ８．本体容器の板厚　�………………………………… 300
 ９．蓄圧式の消火器の気密性　�……………………… 301
10．キャップ等　�……………………………………… 302
11．ホース　�…………………………………………… 303
12．ノズル　�…………………………………………… 306
13．ろ過網　�…………………………………………… 306
14．消火剤の液面表示　�……………………………… 308
15．安全栓　�…………………………………………… 309
16．使用済みの表示　�………………………………… 312
17．携帯又は運搬の装置　�…………………………… 313
18．安全弁　�…………………………………………… 315
19．加圧用ガス容器　�………………………………… 316
20．指示圧力計　�……………………………………… 318
21．二酸化炭素消火器の充てん比　�………………… 321
22．塗色　�……………………………………………… 322
23．簡明な表示［１］　� ……………………………… 323
24．簡明な表示［２］　� ……………………………… 325
25．消火薬剤の技術上の基準　�……………………… 326
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第７章　実技／鑑別等試験

 １．メーカー別の主な消火器の外観　�……………… 334
 ２．適応する消火器　�………………………………… 337
 ３．車載式＆大型消火器　�…………………………… 338
 ４．各種消火器の特徴と構造（１種類）　� ………… 348
 ５．各種消火器の特徴と構造（複数種類）　� ……… 363
 ６．簡明な表示（記載表示）　� ……………………… 372
 ７．消火器の設置個数　�……………………………… 373
 ８．消火器の部品　�…………………………………… 384
 ９．検定対象機械器具等の対象　�…………………… 394
10．消火器の点検＆整備（粉末消火器）　� ………… 395
11．消火器の点検＆整備（蓄圧式の残圧）　� ……… 401
12．消火器の点検＆整備（蓄圧用ガスの充てん）� … 402
13．消火器の点検＆整備（加圧式粉末消火器）　� … 405
14．消火器の点検＆整備（化学泡の消火薬剤）　� … 408
15．消火器の点検＆整備（抜取り方式）　� ………… 409
16．消火器の点検＆整備（耐圧性能試験）　� ……… 411
17．消火器の点検＆整備（指示圧力計）　� ………… 412
18．消火器の点検＆整備（点検票）　� ……………… 414
19．点検・整備に使用する工具及び器具　�………… 417

※ 消火器の全体写真は、消火器メーカー各社のご協力をいただいて掲載しました。
　本書で表記している略称と会社名は次のとおりです。
　◇ヤマトプロテック…ヤマトプロテック株式会社
　◇モリタ宮田工業…モリタ宮田工業株式会社
　◇ハツタ…株式会社初田製作所
　◇日本ドライケミカル…日本ドライケミカル株式会社
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11．消火器の点検＆整備（蓄圧式の残圧）

【１】使用済みの消火器の整備を行うとき、本体容器の残圧に注意する必要がある。

写真の蓄圧式の強化液消火器の残圧を排出する方法として、ア～キから正しいも

のを２つ選び、記号で答えなさい。

□

　　ア．安全弁を緩め、徐々に排出する。

　　イ．減圧孔を徐々に開放して排出する。

　　ウ．消火器をさかさまにし、排出する

　　エ．消火器を静かに横にし、排出する。

　　オ�．レバーをそっと握り、徐々に排出する。

　　カ�．ホース取付口を取外し、そこから排出する。

　　キ�．指示圧力計を徐々に緩め、取り外して排出する。

▼ ▼正解＆解説……………………………………………………………………………………
【１】正解

イ、ウ

　「第５章　５．加圧方式の区分による確認の順序（例）」262P、「第５章　７．蓄圧式消

火器の整備」268P 参照。
　　ア�．「安全弁」は二酸化炭素消火器やハロン 1301 消火器、化学泡消火器に設けられ

ている。
　　エ．消火器を横にすると、消火薬剤が放射されてしまう。
　　オ�．蓄圧式の場合、減圧孔がある場合は減圧孔から、減圧孔がないものは消火器をさ

かさまにしてレバーを徐々に握り、残圧を完全に排出する。
　　カ�＆キ．ホース取付口や指示圧力計を取外したところから排出すると、危険である。
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12．消火器の点検＆整備（蓄圧用ガスの充てん）

【１】下の写真は、消火器の点検又は整備に使用する器具の一例である。圧縮ガス

の充てんにこの器具を用いることができない蓄圧式の消火器を、下から２つ選び

記号で答えなさい。

□

　　ア．強化液消火器� 　　オ．粉末消火器（背負式）

　　イ．粉末消火器� 　　カ．ハロゲン化物消火器（ハロン 1301）

　　ウ．機械泡消火器� 　　キ．ハロゲン化物消火器（ハロン 2402）

　　エ．化学泡消火器� 　　ク．二酸化炭素消火器

【２】 下の写真（図）は、蓄圧式の消火器に蓄圧用ガスを充てんしているところを

示したものである。矢印Ａ～Ｄで示す機器の名称を答えなさい。

□
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【３】図は、消火薬剤の詰め替えに使用する器具の一部を示したものである。次の

各設問に答えなさい。

10－１MPa
０ 250

20050

150100

10
－
１ M
Pa

０

５

10

15

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

□　１．この器具の名称を答えなさい。

　　２�．矢印Ａ～Ｄで示す各部の名称を答

えなさい。

【４】下のイラストは、消火器を水に浸漬して、「ある点検」を行っているものであ

る。次の各設問に答えなさい。

□　１�．この消火器の加圧方式を答えなさい。

　　２．この点検は何を確認するために行うものか、簡素に答えなさい。
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▼ ▼正解＆解説……………………………………………………………………………………
【１】正解

カ、ク

　�　写真は、充圧用の窒素ガスボンベと圧力調整器、それに高圧エアホースである。蓄圧
式消火器に窒素ガスを充てんする際に使用する。

　エ．化学泡消火器は反応式であり、蓄圧式ではないため、対象外。
　カ�．ハロン1301は、常温常圧で気体であるが、圧縮すると無色透明な液体となり、こ

の状態で高圧ガス容器に充てんされている。従って、圧縮ガスの充てんに窒素ガスボ
ンベを使うことはない。

　キ�．ハロン2402は、比重が約2.2の蒸発性液体である。圧縮ガスの充てんに、窒素ガス
ボンベを使用する。

　ク�．二酸化炭素消火器は、液化した高圧の二酸化炭素（炭酸ガス）が充てんされている。
従って、圧縮ガスの充てんに窒素ガスボンベを使うことはない。

【２】正解

Ａ…圧力調整器　　　Ｂ…高圧エアホース
Ｃ…窒素ガス容器　　Ｄ…三方バルブ

　�　実際の試験では写真で出題されていたが、編集部で写真を用意することができなかっ
たため、やむを得ず図に書き起こした。「第５章　８．蓄圧ガスの充てん」271P参照。

【３】正解

１．圧力調整器
２．Ａ：二次側圧力計　　　Ｂ：一次側圧力計
　　Ｃ：出口側バルブ　　　Ｄ：圧力調整ハンドル

　「第５章　８．蓄圧ガスの充てん」271P参照。

【４】正解

１．蓄圧式
２．蓄圧ガスの充てん後、本体容器の気密性を確認する。

　�　バルブ部分やキャップなどから蓄圧されたガスが漏れていると、そこから小さな気泡
が発生する。漏れのある場合は、パッキンの取替え等、不良箇所を整備して充圧後、再
度気密試験を行う。「第５章　８．蓄圧ガスの充てん」271P参照。
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